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第5章 一定せん断流パネル解析における隅角部のモデル化の検討 

5.1 概要 

前章までに一般的な隅角部の設計や疲労耐久性の検討を行う上で、一定せん断流パネル解析が FEM 解

析と比較しても十分に有効な手法であることが分かった。実際の設計では、本研究のように FEM 解析と

の比較によって、その都度モデル化の妥当性を検証することは不可能である。 

ここでは、実際の設計で一定せん断流パネル解析を使用する上で、その解析結果の精度を確保できるモ

デルの構築方法とその効率化に着目し、構造諸元のモデル化の作成の違いが解析結果精度に与える影響に

ついて検証を行い、一定せん断流パネル解析における合理的なモデルの構築方法を提案する。 

実際の設計の中で解析モデルの構築のために明らかにしておくべき項目を表-5.1.1 に示すが、ここでは

一般的な鋼製橋脚に共通される項目（モデル化の範囲，要素分割，荷重載荷位置，構造詳細）を対象に行

った。 

 

表-5.1.1 モデル化の設定項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




